
収入印紙
3万円以上
貼　　付

印 この場所には、何も記載しないでください。

（ご注意）
・この用紙は、機械で処理します
ので、金額を記入する際は、枠内
にはっきりと記入してください。
また、本票を汚したり、折り曲げ
たりしないでください。
・この用紙は、ゆうちょ銀行又は
郵便局の払込機能付きATMでも
ご利用いただけます。
・この払込書を、ゆうちょ銀行又
は郵便局の渉外員にお預けになる
ときは、引換えに預り証を必ずお
受け取りください。
・ご依頼人様からご提出いただき
ました払込書に記載されたおとこ
ろ、おなまえ等は、加入者様に通
知されます。
・この受領証は、払込みの証拠と
なるものですから大切に保管して
ください。

※紺綬褒章の授与
個人で500万円以上、法人・団体で1,000万円以上のご寄附をいただいた場合は、国か
らの紺綬褒章授与の対象となります。 紺綬褒章 寄附者銘板

2020.2月現在

　東京海洋大学は、2011年（平成23年）に「東京海洋大学基金」を設立し、皆様か

らいただいた貴重な寄附金は、優秀な学生への修学支援をはじめ、サークルや学生ボ

ランティアへの活動支援に活用させていただいております。また、2016年（平成28

年）の税制改正に伴い、「修学支援事業基金」を設立し、経済的理由で修学を断念す

ることがないよう給付型の奨学金として学生を支援しております。

　この度、寄附者の皆様のご意向に沿ってよりきめ細かく支援できるようにするた

め、寄附メニューを個別具体的にするとともに、グローバル人材育成に関するプロ

ジェクトを全面的に支援していくために「グローバル教育基金」を新たに創設しました。

　そのほか、課外活動への支援、明治丸海事ミュージアム事業や雲鷹丸修復事業等への支援も引続き実施していくこと

としております。

　皆様の温かいご支援、ご協力を何卒よろしくお願いいたします。

　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　国立大学法人東京海洋大学長

東京海洋大学総務部基金渉外課
　住所：〒108-8477　東京都港区港南4-5-7
　電話：03-5463-4279　FAX：03-5463-0359
　E-mail：kikin@o.kaiyodai.ac.jp

　ご寄附いただきました方に深く感謝の意を込め、ご芳名を本学のホームページに掲載し、
永く本学の歴史に刻ませていただきます。

　

　10万円以上のご寄附をいただいた方に感謝状を贈呈いたします。

　

　個人又は、法人・団体で30万円以上のご寄附をいただい
た方のご芳名を銘板に掲示させていただきます。また〝感
謝の集い″（年１回開催）へもご招待させていただきます。

ご芳名の掲載

感謝状の贈呈

銘板への掲示

基金についてのお問い合わせ、ご連絡先

基金趣意書　～ 海洋の未来を拓くために！～

東京海洋大学基金
～ご寄附のお願い～～ご寄附のお願い～

ご寄附への謝意　（希望者のみ）

登録有形文化財「雲鷹丸」（品川キャンパス）



キリトリ線

払　 込　 取　 扱　 票 振替払込請求書兼受領証通常払込料金
加 入 者 負 担東　京

口　座　記　号　番　号 千　百　十　万　千　百　十　円
※

千　百　十　万　千　百　十　円
※

※
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２．本学との関係　※該当する□に✓点を付してください。 
　 □卒業生　□在学生の保護者・保証人（□（　　　　　　　  学部）， □大学院）
　 □卒業生の家族　 □教職員又はその家族（退職者含む）　 □一般個人
　 □法人又は団体（名称：　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ）　□その他校友会校友
３．ホームページ・銘板等によるご芳名の掲載、公表　　□　希望しない

１．寄附目的　※該当する□に✓点を付してください。印がない場合は大学にご一任いただきます。
　 □Ａ. 一般基金（目的指定なし）
　 □Ｂ. プロジェクト基金（目的指定あり） □４. 学部・研究科等のプロジェクト  （　）①～④を記入
　　 □１. 大学のプロジェクト □５. 課外活動等のプロジェクト（　　　　　　　　  ）
　　 □２. 修学支援のプロジェクト □６. その他のプロジェクト  （　）①～⑦を記入
　　 □３.グローバル教育支援のプロジェクト □７. その他（　　　　　　　　　　）

B. プロジェクト基金（目的指定あり）【一例】B. プロジェクト基金（目的指定あり）【一例】
プロジェクトごとに、あらかじめ寄附金の使途を特定して募集

〇郵便振替
　下記にある払込取扱票に必要事項をご記入の上、ゆうちょ銀行又は郵便局からお振込みください。金融機関の
窓口、ATMのご利用も可能です。（手数料は無料です）

　
〇本学銀行口座への振込み
　金融機関の窓口、ATM等から、次の口座にお振込みください。（みずほ銀行以外からのお振込は手数料がか
かります。）
　　口 座 名：国立大学法人東京海洋大学
　　振込口座：みずほ銀行品川支店　普通　１５６３６４８

　
〇オンライン決済（クレジットカード、コンビニ、Pay-easy）の場合
　大学基金ホームページからオンライン決済（クレジットカード、コンビニ、Pay-easy）による決済も可能です。

　◆ 寄附金の入金確認日の翌月上旬頃に、領収書（修学支援事業基金の場合は、「税額控除対象法人証明書（写）」
　 を添付）を発送します。

〈個人の場合〉……寄附金控除を受けるには、確定申告が必要です。（所得控除又は税額控除のいずれか1つを選択）
　〇所得控除
　　寄附した年の総所得金額等の合計額から控除を受けることができます。

　
　〇税額控除 …… 左記「修学支援事業基金」への個人からのご寄附の場合のみが対象となります。
　寄附した年の翌年の1月1日現在、指定団体（東京都、港区）にお住まいの方は、個人住民税の寄附金
税額控除を受けることができます。　

　
〈法人の場合〉…… 寄附金の全額を損金算入することができます。

【ご寄附の申込、振込方法】　※詳細は、本学基金ホームページにてご確認願います。

【税制上の優遇措置】

寄附メニュー寄附メニュー

東 京 海 洋 大 学 基 金

①海洋生命科学部　②海洋工学部　③海洋資源環境学部　④海洋科学技術研究科

４. 学部・研究科等のプロジェクト  ―  特定の学部又は研究科や組織を支援していく事業

３. グローバル教育支援のプロジェクト  ―  グローバル人材の育成の推進

●修学支援事業基金
　経済的理由で修学を断念することのないよう学生への積極的な支援を行います。

２. 修学支援のプロジェクト  ―  経済的に修学が困難な学生の支援

●キャンパス再開発など、大学全体のビッグプロジェクトを想定。

１. 大学のプロジェクト  ―  東京海洋大学全体で推進していく事業

６. その他のプロジェクト  ―  大学の特色ある取組みや施設等を支援

５. 課外活動等のプロジェクト  ―  学生らが運営する大学公認の課外活動を支援していく事業

◆ご支援をいただける場合は、基金渉外課あてにご相談願います。

※全学的な事業に受入れ額の10%を充てさせていただきます。

Ａ. 一般基金（目的指定なし）Ａ. 一般基金（目的指定なし）
目的指定をせず、大学全体のために活用

　●グローバル教育基金
　　学生の海外インターンシップ（海外探検隊プログラム等）や日中韓3大学の協働教育プログラム
　　（オケアヌス（OQEANOUS）プログラム等）の支援など、グローバル人材の育成に資する取組み
　　や外国人留学生支援等を通じた大学のグローバル化に活用します。

安心して大学生活
を送りたい

検 索海洋大基金　申込

①明治丸海事ミュージアム事業　②雲鷹丸修復事業　③附属図書館整備充実
重要文化財｢明治丸｣（越中島キャンパス）を含む明治丸海事ミュージアムの事業支援、登録有形文化財｢雲鷹丸｣（品川キャン
パス）の修復支援、本学の学術情報基盤である附属図書館の整備充実を支援。
④東京海洋大学海洋生命科学部及び海洋資源環境学部学術研究奨励基金
品川キャンパス両学部における国際交流等に活用する基金の充実を支援。
⑤越中島プラネタリウム修繕プロジェクト
東京商船大学時代に設置され、かつて天測航法の授業でも使用されていたプラネタリウムの保全を支援。
⑥卓越大学院プログラム教育基金
大学院の5年一貫教育プログラム「海洋産業AIプロフェッショナル育成卓越大学院プログラム」を支援。
⑦館山・富浦ステーション等支援基金
学生の実習場である水圏科学フィールド教育研究センター各ステーションの保全等を支援。

海外で視野を
広げたい


